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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第３四半期 2,839 35.6 11 － 6 － 5 －

2022年12月期第３四半期 2,093 23.8 △234 － △238 － △274 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第３四半期 0.78 0.77

2022年12月期第３四半期 △40.63 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年12月期第３四半期 3,703 976 26.4

2022年12月期 3,406 965 28.3

（参考）自己資本 2023年12月期第３四半期 976百万円 2022年12月期 965百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年12月期 － 0.00 －

2023年12月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,707 30.2 102 － 102 － 80 － 11.82

１．2023年12月期第３四半期の業績（2023年１月１日～2023年９月30日）

（注）2022年12月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株
当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年12月期の業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期３Ｑ 6,802,000株 2022年12月期 6,768,000株

②  期末自己株式数 2023年12月期３Ｑ 496株 2022年12月期 466株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期３Ｑ 6,792,766株 2022年12月期３Ｑ 6,752,020株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．６「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四

半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．６「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会計

方針の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期会計期間につきましては、個人向け資格取得事業（スタディング事業）においては、引き続きサー

ビスの強化や、スタディング講座の新規開発、既存講座の改良及びマーケティング強化等による販売拡大に注力い

たしました。サービス面においては、受講生の学習履歴と生成AI技術（GPTモデル）を活用し、資格合格に向けた

学習を個別にサポートする「AIマスター先生」を2023年７月に提供を開始しており、その第一弾として、受講生が

わからない用語を質問すると、「AIマスター先生」がその場で回答してくれる「AI説明機能」をリリースしており

ます。本機能は、スタディングの学習コンテンツや質問・回答履歴をもとに、受講生が分からない用語を入力する

と、「AIマスター先生」が説明文を自動で生成し、GPTが持つ情報全般を加味した説明も併せて回答します。これに

より、学習中に生じる様々な疑問に対応することができると同時に、スタディングの学習コンテンツとは異なる観

点の説明にも触れられるため、より多面的に理解を深めることが可能となりました。また、スタディングの大量の

学習データを分析し、AIが受講者一人ひとりへ個別最適化した学習計画を作成できる「AI学習プラン」機能を、１

級建築士講座へ導入いたしております。さらに、2023年８月にはAIを活用し、個人の学習データから現在の実力を

リアルタイムで判定・確認できる「AI実力スコア」機能を、簿記３級・２級講座に導入しております。

　当社が属する資格取得市場は、学習のDXがより一層加速すると予想され、リスキリングや学び直しといった、生

涯にわたって学び続けることが重視される環境になりつつあります。このような環境下では、当社の強みであるIT

を活用しオンラインに特化した講座は着実に存在感を増してきております。当社は、資格合格を総合的にサポート

する「資格合格パートナー」として、「学びやすく、わかりやすく、続けやすい」学習手段を提供し、サービスの

機能充実・新規講座のラインナップ拡大をはかり、最も信頼され、資格を取るときの第一想起のサービスとなるこ

とを目指して事業を展開してまいります。これに向け、当社サービスの認知度を高めるべく、１月に続き８月にテ

レビCMの配信も実施いたしました。

　法人向け教育事業につきましては、引き続き社員教育クラウドサービス「エアコース」の拡販や動画制作案件の

新規受注獲得に向けた営業活動、及びスタディング講座の法人販売を積極的に行ってまいりました。サービス面に

おいては、受け放題コースのコース数拡充を積極的に進めており、2023年８月には、エアコースのDX人材育成コン

テンツに「Webマーケティング」コースをリリースしており、2023年９月には、ChatGPTの基礎を理解し、実務で活

用するためのeラーニング「GPT活用コース」を新たにリリースしております。本コースは、ChatGPTを活用する上

で重要な個人情報の取扱い等の基礎編で学んだうえで、実際の業務に活用するための方法を実践編で習得できるe

ラーニングコースとなっております。これにより、受け放題コースは2022年12月末時点の648コースから、2023年

９月末現在で802コース（対前年末比＋154コース）までラインナップの拡充を実現しております。

このように、法人向け教育事業においては、今後の成長を支える事業基盤の整備充実を実現し、プロダクト競争

力を高め、サービスの拡大とともに、スタディングで培ってきたノウハウを活かしながら、より「使いやすさ」も

追及してまいります。今後も、社員教育のプラットフォームとしてより多くの企業様にご採用いただけるよう、新

たなコースやサービスの開発を積極的に進め、社員教育を革新するサービスを推進してまいります。

　このような状況のなか、当第３四半期累計期間の業績は売上高2,839,593千円（前年同期比35.6％増）となり、

引き続き対前年同期と比べ大きく伸長いたしました。費用面においては、各事業部において原価、販管費とも予算

統制を実施した結果、営業利益は11,902千円（前年同期は234,408千円の営業損失）、経常利益は6,218千円（前年

同期は238,521千円の経常損失）、四半期純利益は5,320千円（前年同期は274,326千円の四半期純損失）となりま

した。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産合計は3,703,783千円となり、前事業年度末に比べ297,239千円増加いたし

ました。これは主に現金ベース売上増による現金及び預金の増加218,586千円、テレビCM制作費用の計上に伴う前

払費用の増加42,429千円、システム開発に伴うソフトウエア及びソフトウエア仮勘定の増加36,636千円によるもの

であります。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債合計は2,727,496千円となり、前事業年度末に比べ286,675千円増加いたし

ました。これは主に現金ベース売上増に伴う前受金の増加282,240千円によるものであります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は976,286千円となり、前事業年度末に比べ10,564千円増加いたし

ました。これは主にストックオプションの行使に伴う資本金及び資本剰余金の増加5,280千円、四半期純利益5,320

千円によるものであります。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年２月14日付「2022年12月期　決算短信〔日本基準〕（非連結）」をご参照ください。なお、当該業績予想

につきましては、本日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づき作成したもの

であり、実際の業績等は、今後様々な要因により異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前事業年度
(2022年12月31日)

当第３四半期会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,787,332 3,005,918

売掛金 51,939 65,899

コンテンツ資産 127,389 105,350

貯蔵品 74 60

その他 69,052 126,036

流動資産合計 3,035,788 3,303,265

固定資産

有形固定資産 68,899 61,285

無形固定資産 182,186 219,177

投資その他の資産 119,668 120,054

固定資産合計 370,755 400,518

資産合計 3,406,543 3,703,783

負債の部

流動負債

短期借入金 450,000 450,000

１年内返済予定の長期借入金 47,664 29,434

未払法人税等 2,610 6,120

前受金 1,590,583 1,872,824

その他 318,636 358,711

流動負債合計 2,409,494 2,717,090

固定負債

長期借入金 19,122 1,628

その他 12,205 8,778

固定負債合計 31,327 10,406

負債合計 2,440,821 2,727,496

純資産の部

株主資本

資本金 800,528 803,168

資本剰余金 791,482 794,122

利益剰余金 △626,263 △620,943

自己株式 △25 △60

株主資本合計 965,722 976,286

純資産合計 965,722 976,286

負債純資産合計 3,406,543 3,703,783

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

- 4 -

ＫＩＹＯラーニング㈱　（7353）　2023年12月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

 前第３四半期累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

 当第３四半期累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 2,093,357 2,839,593

売上原価 309,820 388,927

売上総利益 1,783,537 2,450,666

販売費及び一般管理費 2,017,945 2,438,764

営業利益又は営業損失（△） △234,408 11,902

営業外収益

受取利息 24 28

受取配当金 0 0

還付加算金 － 52

その他 1 10

営業外収益合計 26 91

営業外費用

支払利息 3,689 3,151

投資事業組合運用損 － 1,413

支払保証料 450 1,204

その他 － 6

営業外費用合計 4,139 5,775

経常利益又は経常損失（△） △238,521 6,218

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △238,521 6,218

法人税等 35,805 898

四半期純利益又は四半期純損失（△） △274,326 5,320

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純損益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　但し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半期

純損益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号  2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。
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